
北 方 領 土 問 題

1945年8月9日、ソ連は41年に署名され当時有効だった日ソ中立条約を無視し、対日参戦した。
ソ連軍は終戦後の8月18日、千島列島への攻撃を開始。28日に択捉

え と ろ ふ

島、9月1日から4日に国後
く な し り

島、
色丹
し こ た ん

島、歯舞
は ぼ ま い

群島をそれぞれ武装解除し、5日までに北方四島（北方領土）を占領した。サンフラン
シスコ平和条約で日本は千島列島を放棄したが、北方領土は含まれていない。北方領土には終戦
時約1万7300人の日本人が居住していた。四島の総面積は約5千平方キロで福岡県とほぼ同じ。

1855年 日ロ通好条約で国境は択捉
島とウルップ島の間に

1875年 樺太・千島交換条約で千島
列島の全島が日本に

1945年 8月 ソ連が対日参戦し北方領土
を占領

1956年10月 日ソ共同宣言に調印、国交
回復。平和条約締結後に歯
舞群島、色丹島を引き渡す
と明記（鳩山・ブルガーニン）

1993年10月 【東京宣言】北方四島の帰
属問題を解決し、平和条約
を締結する方針を確認
　　　　　（細川・エリツィン）

1998年 4月 【川奈会談】橋本首相は「択捉
島の北に国境線を引く一方、
当面はロシアに四島の施政権
を認める」と提案、エリツィン
大統領は「興味深い案だ」と真
剣な検討を約束する。→退陣

北方領土はロシアが不法占
拠しているとの答弁書を日
本政府が閣議決定

2010年 7月 ロシアが事実上の「対日戦
勝記念日」制定

11月 メドベージェフ大統領が
国後島を訪問

（写真・新藤義孝）1997年9月　ビザなし交流にて択捉島を訪問

北方領土問題の経過

歴史的経緯

択捉島

（安政 2 年）

（明治 8 年）

（昭和20年）

（昭和31年）

（平成 5 年）

（平成10年）

2009年11月
（平成21年）

（平成22年）

2013年 4月 安倍総理のロシア訪問
平和条約交渉加速化で一致（平成25年）
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ロシア、国後・択捉に軍事拠点
…大統領が承認へ＜読売新聞＞
【モスクワ＝寺口亮一】ロシア国防省は11日、北方
領土に駐留する部隊の増強計画案を近く国家指導部
に提出する方針を明らかにした。

大統領が承認する見通しだ。国後、択捉の両島に
新たに2か所の軍事拠点を構築し、移動式対艦ミサイ
ルシステムなど最新鋭兵器を配備する内容で、ロシ
アは北方領土の軍事要塞化に踏み出すことになる。

インターファクス通信によると、ロシア軍のニコ
ライ・マカロフ参謀総長は、今年後半にも軍備増強
に着手するとし、「2014年か15年までに駐留部隊は
近代兵器を装備した全く新たなものに変貌（へんぼ
う）し、戦闘能力は数倍向上する」と言明した。

北方領土には、移動式対艦ミサイルシステム「バ
スチオン」や、「上陸部隊」を想定した防空ミサイル
システム、対戦車攻撃ヘリが配備されるという。一
方、約3500人とされる駐留兵士は増員しない方針だ。

（2011年5月11日21時15分 読売新聞　電子版）
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われらの北方領土　2013年版より

■新藤義孝の解説
択捉、国後、色丹、歯舞群島の北方四島は、日露両国が1855年（安政元年）に初めて調印
した日ロ通好条約でロシア側も認めた日本固有の領土だ。ソ連はそれを第二次大戦後の混乱に
乗じて略奪した。以来、70年にわたりソ連・ロシアが不法占拠している。
ロシア側は「日本が戦争を起こした罰だ」と居座りを正当化するが、日本がソ連に宣戦布告
した事実はない。当時有効だった日ソ中立条約を破り日本に侵攻したのはソ連の方なのだ。


